
『まんまるおつきさまをおいかけて』 

ケビン・ヘンクス／作 絵 

福音館書店（E ヘ・マ） 

 

 こねこがみた、はじめての 

まんまるお月
つき

さま。おいかけて 

もおいかけてもとどきません。こねこはおなか

がすいていました。おまけに、ちょっとついて

いませんでした。でも、さいごは…。 

『おともだちになってくれる？』 

サム・マクブラットニィ／ぶん  

アニタ・ジェラーム／え 

評論社（E ジ・オ） 

 

 ひとりででかけたちゃいろの 

チビウサギ。すると、チップスという、白
しろ

いウ

サギにあいました。おともだちになれるかな？ 

『きょうりゅうくんとさんぽ』 

シド・ホフ／作  

ペンギン社（Ｅホ・キ） 

 

 きょうりゅうくんとなかよく 

なったダニーは、いっしょにまちへでかけまし

た。アイスをたべたりかくれんぼしたり、ゆめ

のような一日
いちにち

をすごします。 

 としょかんがすすめる なつやすみの本（ようじむき） 

 

 

 

   

 

 

 

                      

  

『おやつがほーいどっさりほい』   

梅田 俊作、梅田 佳子／さく 

新日本出版社（Ｅウ・オ） 

  

みえちゃんはピクニックに 

おでかけ。おやつめあてに 

はらぺこぎつねがついてきます。山
やま

のうえで、さ

あ「いっただきまーす」。ところが、おやつをた

べたきつねは、びっくり！ 

『ひとあしひとあし』 

レオ・レオニ／作  

好学社（E レ・ヒ） 

 

しゃくとり虫
むし

は、小
ちい

さいけれどとてもかしこ

い虫
むし

です。こまどりに食
た

べられそうになり、し

っぽをはかってやり、たすかりますが、いじわ

るなナイチンゲールには…。 

『かえるがみえる』 

まつおか きょうこ／さく 

馬場 のぼる／え 

こぐま社（Ｅバ・カ） 

 

 「かえる」ににた
・ ・

ことばがたくさんでてきて、

ものがたりになっています。かえるの絵
え

をたの

しみながらよめる、ことばあそびえほんです。 

『さるのオズワルド』 

エゴン・マチーセン／作 

こぐま社（Ｅマ・サ） 

 

 あるところに一匹
いっぴき

のちっちゃな“つる”がい

て―おっと、まちがい“さる”がいて、名前
な ま え

を

オズワルドといった。小
ちい

さく弱
よわ

かったオズワル

ドの変身
へんしん

ぶりがさわやかな、勇気
ゆ う き

がでるえほん。 

『かみひこうき』  

小林 実／ぶん 林 明子／え 

福音館書店（E ハ・カ） 

 

 かみひこうきを上手
じょうず

にとばすことができます

か？ どうすれば、よくとび、とばないときは、

どこをなおせばよいか―あそびながらやりかた

やほうそくをみつけよう。 

『おひさまおねがいチチンプイ』 

なかがわ りえこ／さく  

やまわき ゆりこ／え  

福音館書店（Ｅヤ・オ） 

  

みつばちになりたい子
こ

、パンダにあいたい子
こ

、

さあ、みんな、このゆびとーまれ！ チチンプ

イ！ のおまじないをとなえるとほら、へんし

ん！ みんなのゆめがひろがるえほんです。 

『ぼくのくれよん』    

長 新太／おはなし え  

講談社（E チ・ボ） 

 

 大
おお

きなくれよんのもちぬしは 

ゾウ。ながいはなをつかってじょうずにかきま

す。ゾウがあおいろでまるをかくと、それはほ

んものの池
いけ

のようにみえました。 

 

 

『マイク・マリガンとスチーム・ショベル』 

バージニア・リー・バートン／ぶん え 

福音館書店 童話館（Ｅバ・マ） 

  

 スチームショベルは、石炭
せきたん

でうごくショベル

カー。あたらしいショベルの登場
とうじょう

で、スチー

ムショベルの仕事
し ご と

が少
すく

なくなり、市
し

役所
やくしょ

の地下
ち か

室
しつ

の穴
あな

を一日
いちにち

でほると約束
やくそく

してしまって…！？ 

『いっすんぼうし』 

いしい ももこ／ぶん  

あきの ふく／え  

福音館書店（E ア・イ） 

 おばあさんがうんだおとこのこは、てのおや

ゆびくらいのおおきさで、いっすんぼうしとな

づけられました。おわんのかさ、はしのつえ、

はりをかたなにして、みやこへむかいます。 

『かまきりのちょん』  

得田 之久／さく え  

福音館書店（Ｅト・カ） 

 

 かまきりのちょんが、いろいろな虫
むし

にであい

ます。ちょんをつうじてカマキリのいろいろな

ことがわかる、ちいさなかがくえほんです。 

『たたたんたたたん』 

内田 麟太郎／文 西村 繁男／絵  

童心社（E ニ・タ） 

  

 うみのそこをれっしゃがはしります。たたた

んたたたん。もくもくもくもく。のっていた、う

らしまたろうはおじいさんになっていて…。ナ

ンセンスがひかるたのしいえほん。 

 

『ふしぎなバイオリン』 

クェンティン・ブレイク／文 絵 

岩波書店（Ｅブ・フ） 

 パトリックがバイオリンをひき 

はじめると、魚
さかな

が池
いけ

からとびだし 

て空
そら

をとんだり、りんごの木
き

にアイスクリーム

がなったり、つぎつぎと思
おも

いがけないすてきな

ことがおこって、みんなが幸
しあわ

せになります。 

『ちいさいタネ』 

エリック=カール／さく  

偕成社（Ｅカ・チ） 

 

 風
かぜ

にのってたびにでるちいさいタネが、たく

さんの大変
たいへん

なことをのりこえて成長
せいちょう

し、大
おお

き

い花
はな

になり、またタネをつけます。うけつがれ

る命
いのち

のすばらしさを伝
つた

えるえほん。 


